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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高圧供給部から、制御可能なインジェクタを介する内燃機関の燃焼室内への燃料の供給
を制限するための装置であって、圧力供給側のハウジング入口とインジェクタ側のハウジ
ング出口とを備えたハウジングを有しており、前記ハウジング入口と前記ハウジング出口
とが、少なくとも１つの絞りを有する通路を介して互いに流体接続されており、またチャ
ンバ内において初期位置と終端位置との間で長手方向に可動で、かつ流れ方向に抗してば
ね付勢された閉鎖部材を有しており、該閉鎖部材は、前記ハウジング入口と前記ハウジン
グ出口との間の流体接続を制御する形式のものにおいて、
　少なくとも１つの前記通路が前記チャンバの半径方向外側に延在していて、
　前記チャンバが円筒形の構成部分内に形成されていて、該構成部分の外周壁が環状通路
を形成しながらハウジングの円筒形の内周壁から半径方向に間隔を保って配置されており
、該構成部分の圧力供給側のインレット開口が前記ハウジング入口から軸方向に間隔を保
って配置されていて、前記環状通路が、前記円筒形の構成部分を貫通する少なくとも１つ
の絞り孔であって、所定の絞り流量を越えた際に当該絞り孔で生じる圧力損失によって、
前記閉鎖部材が前記初期位置から前記終端位置に向って移動するように形成されている絞
り孔を介して前記チャンバに接続されていて、
　前記閉鎖部材がボールによって形成されていて、
　少なくとも１つの前記通路が前記環状通路と少なくとも１つの前記絞り孔とを含むこと
を特徴とする、内燃機関の燃焼室内への燃料の供給を制限するための装置。
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【請求項２】
　前記チャンバが、圧力供給側で前記ハウジング入口に接続され、インジェクタ側で前記
ハウジング出口に接続されていることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記チャンバが、前記ハウジング入口に面した第１の支持面と、前記ハウジング出口に
面した第２の支持面とを有しており、前記第１の支持面と前記閉鎖部材とが前記初期位置
において協働し、前記第２の支持面と前記閉鎖部材とが前記終端位置において協働し、前
記絞り孔が、前記第１の支持面と前記第２の支持面との間に配置された、前記チャンバの
軸方向領域内に開口していることを特徴とする、請求項１または２に記載の装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高圧供給部から、制御可能なインジェクタを介する内燃機関の燃焼室内への
燃料の供給を制限するための装置であって、圧力供給側のハウジング入口とインジェクタ
側のハウジング出口とを備えたハウジングを有しており、前記ハウジング入口とハウジン
グ出口とが、少なくとも１つの絞りを有する通路を介して互いに流体接続されており、ま
たチャンバ内において初期位置と終端位置との間で長手方向に可動で、かつ流れ方向に抗
してばね付勢された閉鎖部材を有しており、該閉鎖部材は、前記ハウジング入口と前記ハ
ウジング出口との間の流体接続を制御する形式のものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　高いライン圧力を有する噴射システム、例えばコモンレールシステムにおいては、不都
合な状態下で、管路系内にまたは故障した噴射弁によって漏れが発生する。燃焼室内への
連続的な噴射を招く、固着して動かなくなったノズルニードルを有する噴射弁は、重大な
損傷を引き起こす原因となる。このような損傷は、車両の火災またはエンジンの破壊を引
き起こす。
【０００３】
　このような危険性を避けるために、閉鎖機能を有する流量制限装置が公知である。この
流量制限装置は、高圧供給部からの最大送出し量を越えると、当該のインジェクタに通じ
るインレットを閉鎖し、それによって噴射ポンプ側の高圧を噴射弁側から遮断する。
【０００４】
　特許文献１によれば、燃料蓄圧器と噴射弁との間に介在された流量制限装置が公知であ
る。この流量制限装置は、シリンダ若しくはチャンバより成っており、このシリンダ若し
くはチャンバ内でピストン状の閉鎖部材が摺動可能である。ピストンは、蓄圧器側が燃料
にさらされ、それによってばね力に抗してインジェクタ側に押圧される。ピストンを貫通
して、絞り個所を有する通路が延在しており、この通路がシリンダの両端部を接続してい
る。通常運転中に、ピストンはまずその非作業位置、つまり蓄圧器側のストッパに位置し
ている。噴射によって、インジェクタ側の圧力はやや低下し、それによってピストンはイ
ンジェクタに向かって移動せしめられる。インジェクタにより送出された容積は、絞りに
よって補正されるのではなく、ピストンによって押し退けられた容積によって補正される
。何故ならば絞りはこのような迅速な補正のためには小さすぎるからである。ピストンは
、通常運転時には、シール座、つまり管路の閉鎖部の直前で停止している。ばねおよび絞
りは、最大噴射量（安全量を含む）において、インジェクタの非作業段階中に燃料が絞り
を通って流れ、それによって圧力差を補償すると、ピストンが再び蓄圧器側のストッパに
達するように、寸法設計されている。従って、ピストンは、常に蓄圧器側の初期位置と噴
射弁側の終端位置との間で、差圧制御式に往復移動する。
【０００５】
　次のような妨害時、つまり大量の貫流量において、ピストンは、インジェクタによる送
出し時にシール座まで押しやられる。次いで、ピストンは、エンジンが停止するまでシー
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ル座にとどまり、それによってインジェクタへの流入部を閉鎖する。
【０００６】
　類似の作業を有する構成は、ボールとして構成された閉鎖部材を備えたものも公知であ
る。ボールは、孔内でストッパに押しつけられ、ボール周囲の環流による圧力差に基づい
て噴射中に発生する流れによって、シール座に向かって移動する。最大噴射量を越えると
、ボールは座部内に移動し、インジェクタ内へのさらなる流れ込みを阻止し、それによっ
て連続噴射が阻止される。
【０００７】
　その他の変化例として、円錐形部材がボールの機能を担うことが公知である。
【０００８】
　以上に記載した構成は、機能的に、要求に応じた所定の燃料粘性のためだけにしか設計
できないという欠点を有している。流量制限装置は、粘性が高過ぎると少量の噴射量で閉
鎖してしまう。粘性が低すぎると、閉鎖機能は低い噴射圧力で故障してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許公開第２２０７６４３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで本発明の課題は、閉鎖機能を、より広い粘性範囲内で保証することである。また
本発明の課題は、耐摩耗性を高めることである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この課題を解決するために、冒頭に述べた形式の流量制限装置は、本発明によれば、主
として、少なくとも１つの通路がチャンバの半径方向外側に延在するように、構成されて
いる。この場合、通路は好適な形式で、ハウジングの入口側および出口側の端部がチャン
バの外側で互いに接続されるように、配置されている。本質的に、通路はチャンバを通っ
て延在しているわけでもなく、また閉鎖部材を通って延在しているわけでもない。何故な
らば、本発明によれば、閉鎖部材の環流または貫流が阻止されるべきだからである。本発
明は、冒頭に述べた従来形式の実施例において、閉鎖部材が環流または貫流される際に発
生する、粘性依存性の圧力低下を、絞りにおける粘性に依存しない圧力低下に置き換える
ことに基づいている。また、閉鎖部材の、やはり粘性依存性の戻りストローク運動は阻止
される。何故ならば、閉鎖部材は許容噴射量では移動しないからである。流量制限装置の
閉鎖は、所定の最大噴射量を越えると初めて、若しくは連続噴射時に行われる。
【００１２】
　好適には、チャンバは、圧力供給側でハウジング入口に接続され、インジェクタ側でハ
ウジング出口に接続されている。
【００１３】
　特に好適な構成によれば、チャンバが円筒形の構成部分内に形成されていて、該構成部
分の外周壁が環状通路を形成しながらハウジングの円筒形の内周壁から半径方向に間隔を
保って配置されており、該構成部分の圧力供給側のインレット開口がハウジング入口から
軸方向に間隔を保って配置されていて、環状通路が、前記円筒形の構成部分を貫通する少
なくとも１つの絞り孔を介して前記チャンバに接続されている。
【００１４】
　有利には、チャンバが、ハウジング入口に面した第１の支持面と、ハウジング出口に面
した第２の支持面とを有しており、第１の支持面と閉鎖部材とが初期位置において協働し
、第２の支持面と閉鎖部材とが終端位置において協働し、この場合、絞り孔が、第１の支
持面と第２の支持面との間に配置された、チャンバの軸方向領域内に開口している。好適
には、閉鎖部材はボールによって形成されている。
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【００１５】
　本発明を以下に、図面に概略的に示した実施例を用いて詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明による装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１において、本発明による流量制限装置が符号１によって示されており、この流量制
限装置は、ハウジング２内に配置されたチャンバ３を有している。チャンバ３内に、ここ
ではほぼ球状の閉鎖部材６のための上側のシール座４および下側のシール座５が配置され
ている。ボール若しくは閉鎖部材６は、押しばね７のばね力によって、燃料の流れ方向に
抗して矢印８方向で上側のシール座４に押しつけられる。運転中に燃料は、例えば蓄圧器
に接続された圧力供給側のハウジング入口９から、絞り１０を通ってインジェクタ側のハ
ウジング出口１１に向かって流れる。絞り１０によって、上側のシール座の上部のスペー
スとばね室１２との間に圧力損失が発生する。所定の絞り流量を越えると、ボール６は圧
力差に基づいて、ばね力に抗して下側のシール座５に向かって移動し、それによって噴射
は終了する。ばね力、絞り１０の直径および上側のシール座直径の変化によって、噴射の
終了が調節される。
【００１８】
　本発明においては本質的に、絞り１０に通じる分岐管路１３がインレット開口１４から
間隔を保って配置されているので、絞り１０がチャンバ３の外に配置されており、従って
、本発明による装置の、粘性に左右されない機能形式が得られる。
【符号の説明】
【００１９】
　１　流量制限装置
　２　ハウジング
　３　チャンバ
　４，５　シール座
　６　ボール若しくは閉鎖部材
　７　押しばね
　９　ハウジング入口
　１０　絞り
　１１　ハウジング出口
　１２　ばね室
　１３　分岐管路
　１４　インレット開口
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